
独立行政法人家畜改良センター運営基本理念及び運営方針

【運営基本理念】

家畜改良センターは、政策実施機関たる独立行政法人として、

国民の負託に応えて我が国畜産の発展と国民生活のさらなる向上

に貢献するべく、農林水産大臣が定めた中期目標の達成に向けて、

独立行政法人家畜改良センター法第11条に掲げる業務を的確に実

施することをその運営の基本理念とする。

【運営方針】

家畜改良センターは、

・ 我が国畜産が抱える諸課題のみならず先端的な技術の実用化

等に対応するべく、

・ 関係機関との密接な連携を図りつつ、

・ その保有する人材、家畜、技術力等の資源を最大限に活用

して、

その業務を行う。

その際、

・ 理事長のリーダーシップの下、

・ コンプライアンスの推進、リスクの評価と対応等の内部統制

を的確に実施するとともに、

・ PDCAサイクルの下で、業務運営の見直しに取り組むことに

より、

常に、効率的、効果的に業務を実施できる体制を確保することと

する。


